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ピクテ投信投資顧問株式会社 
 
東京都千代田区丸の内2-2-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 
電話番号 03-3212-1805 

受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 
2017年７月24日（当初設定日）から
2021年９月27日まで（当初、無期限）
です。 

運 用 方 針 
主に投資信託証券に投資を行い、中長期
的な信託財産の成長を図ることを目的に
運用を行います。 

主要投資対象 

① ピクテ・グローバル・セレクション・
ファンド－世界分散債券ファンド受益
証券 

② ピクテ－ショートターム・マネー・
マーケットJPY投資証券 

運 用 方 法 

① 投資信託証券への投資を通じて、主に
世界の様々な中短期債券等に分散投資
します。 

② 当該投資信託は、外貨建資産について
原則として為替ヘッジを行い、為替変
動リスクの低減を図るものとします。 

主な投資制限 

① 投資信託証券への投資割合には制限を
設けません。 

② 投資信託証券、短期社債等、コマーシャ
ル・ペーパーおよび指定金銭信託の受
益証券以外の有価証券への直接投資は
行いません。 

③ 外貨建資産への実質投資割合には制限
を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基
づき分配を行います。 
① 分配対象額の範囲は、経費控除後の繰
越分を含めた利子・配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等の全額と
します。 

② 収益分配金額は、基準価額の水準およ
び市況動向等を勘案して委託者が決定
します。ただし、分配対象額が少額の
場合には、分配を行わないこともあり
ます。 

③ 留保益の運用については、特に制限を
設けず、委託者の判断に基づき、元本
部分と同一の運用を行います。  

 

ピクテ中短期債券ファンド 
（毎月決算型） 
愛称：いろは 

 

償還運用報告書(全体版) 
第44期(決算日2021年４月26日) 第47期(決算日2021年７月26日) 
第45期(決算日2021年５月25日) 第48期(決算日2021年８月25日) 
第46期(決算日2021年６月25日) 第49期(償還日2021年９月27日) 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し
上げます。 
さて、「ピクテ中短期債券ファンド（毎月決
算型）」は、2021年９月27日に繰上償還
を行いました。ここに運用状況と償還の内
容をご報告申し上げます。 
償還までのご愛顧に対し厚く御礼申し上げ
ます。 
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－ 1 － 

■最近５作成期の運用実績 

決算期 
基準価額 

投資信託証券 
組入比率 

純資産 
総額 （分配落) 税込み 

分配金 
期中 
騰落率 

第 
５ 
作 
成 
期 

 円 円  ％ ％ 百万円 
20期(2019年 ４ 月25日) 9,920 0  0.4 99.7 432 
21期(2019年 ５ 月27日) 9,906 0 △ 0.1 99.5 423 
22期(2019年 ６ 月25日) 10,006 0  1.0 99.7 426 
23期(2019年 ７ 月25日) 10,037 0  0.3 99.5 307 
24期(2019年 ８ 月26日) 10,072 0  0.3 99.5 290 
25期(2019年 ９ 月25日) 10,037 0 △ 0.3 99.5 274 

第 
６ 
作 
成 
期 

26期(2019年10月25日) 10,041 0  0.0 99.5 267 
27期(2019年11月25日) 10,022 0 △ 0.2 99.5 265 
28期(2019年12月25日) 10,032 0  0.1 99.5 262 
29期(2020年 １ 月27日) 10,067 0  0.3 99.5 262 
30期(2020年 ２ 月25日) 10,098 0  0.3 99.5 257 
31期(2020年 ３ 月25日) 9,398 0 △ 6.9 99.7 235 

第 
７ 
作 
成 
期 

32期(2020年 ４ 月27日) 9,707 0  3.3 99.5 240 
33期(2020年 ５ 月25日) 9,768 0  0.6 99.4 242 
34期(2020年 ６ 月25日) 9,876 0  1.1 99.4 247 
35期(2020年 ７ 月27日) 9,943 0  0.7 99.5 248 
36期(2020年 ８ 月25日) 9,968 0  0.3 99.5 247 
37期(2020年 ９ 月25日) 9,955 0 △ 0.1 99.5 240 

第 
８ 
作 
成 
期 

38期(2020年10月26日) 9,983 0  0.3 99.5 238 
39期(2020年11月25日) 10,019 0  0.4 99.5 232 
40期(2020年12月25日) 10,033 0  0.1 99.5 231 
41期(2021年 １ 月25日) 10,043 0  0.1 99.5 227 
42期(2021年 ２ 月25日) 10,039 0 △ 0.0 99.6 212 
43期(2021年 ３ 月25日) 10,016 0 △ 0.2 99.7 208 

第 
９ 
作 
成 
期 

44期(2021年 ４ 月26日) 10,030 0  0.1 99.6 207 
45期(2021年 ５ 月25日) 10,024 0 △ 0.1 99.5 206 
46期(2021年 ６ 月25日) 10,030 0  0.1 99.5 203 
47期(2021年 ７ 月26日) 10,048 0  0.2 99.5 189 
48期(2021年 ８ 月25日) 10,005 0 △ 0.4 99.5 135 

（償還時） (償還価額)     
49期(2021年 ９ 月27日) 9,995.59 △ 0.1 － 129 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 
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■当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決算期 年月日 
基準価額 投資信託証券 

組入比率  騰落率 

第44期 

 円 ％ ％ 
(期首)2021年３月25日 10,016 － 99.7 

３月末 10,007 △0.1 99.7 
(期末)2021年４月26日 10,030 0.1 99.6 

第45期 
(期首)2021年４月26日 10,030 － 99.6 

４月末 10,028 △0.0 99.6 
(期末)2021年５月25日 10,024 △0.1 99.5 

第46期 
(期首)2021年５月25日 10,024 － 99.5 

５月末 10,035 0.1 99.5 
(期末)2021年６月25日 10,030 0.1 99.5 

第47期 
(期首)2021年６月25日 10,030 － 99.5 

６月末 10,026 △0.0 99.5 
(期末)2021年７月26日 10,048 0.2 99.5 

第48期 
(期首)2021年７月26日 10,048 － 99.5 

７月末 10,054 0.1 99.5 
(期末)2021年８月25日 10,005 △0.4 99.5 

第49期 

(期首)2021年８月25日 10,005 － 99.5 
８月末 9,997 △0.1 99.5 

 (償還価額)   
(償還時)2021年９月27日 9,995.59 △0.1 － 

（注１） 騰落率は各期首比です。 
（注２） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 
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■当作成期中の運用状況（2021年３月26日から2021年９月27日まで） 
 
１．基準価額等の推移 
当作成期の基準価額は、0.2％の下落となりました。 
 

 
◇主な変動要因 
下落 ・実質的に組入れている債券の価格が下落したこと 
下落 ・為替ヘッジコスト 
上昇 ・実質的に組入れている債券からの利金収入 
 
２．投資環境 
先進国国債市場は、５月中旬から８月中旬にかけて、米連邦公開市場委員会（FOMC）で市場の想
定よりも早い利上げの可能性が示唆されたことなどが一時重しとなったものの、パウエル米連邦準備
委員会（FRB）議長がインフレ率の上昇は一過性との見方を示したことや、欧州中央銀行（ECB）が
金融緩和の長期化を示唆したこと、新型コロナウイルスのデルタ株の世界的な感染拡大などを背景に
上昇（利回りは低下）しました。その後t当作成期末にかけては、９月のFOMCにおいてインフレ高
進リスクに対する警戒感が示されたことや、英国においてもインフレ高進を背景に早期の金融引き締
めが懸念されたことなどから、下落（利回りは上昇）に転じました。期を通じてみると、先進国国債
市場は、英国や欧州などを中心に軟調に推移しました。先進国社債市場は、前作成期末から６月にか
けては、新型コロナウイルスワクチン接種が拡大し経済活動の再開期待が高まったことや企業のバラ
ンスシート改善などを背景に社債と国債の利回り格差（社債スプレッド）が縮小したことから上昇
（利回りは低下）しました。７月には、新型コロナウイルスのデルタ変異株の感染拡大などを背景に
社債スプレッドが拡大したものの、パウエルFRB議長が金融緩和の長期化を示唆する発言をしたこと
や中国の規制強化を受けて同国経済の先行きを巡る不透明感が高まったことなどからベースとなる先
進国国債利回りが低下し、上昇（利回りは低下）しました。しかし、その後当作成期末にかけては、
７月の米雇用統計が大幅に改善したこと、原油価格が上昇に転じたこと､９月のFOMCにおいてイン
フレ高進リスクに対する警戒感が示されたことなどからベースとなる先進国国債利回りが上昇し、下
落（利回りは上昇）しました。期を通じてみれば、先進国社債市場は底堅く推移しました。 
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３．組入状況 
投資信託証券への投資を通じて、主に世界の様々な中短期債券等に分散投資してまいりました。 
なお、償還に向けて投資先ファンドを全て売却し、償還日現在においては有価証券の組入れはあり
ません。 
 
４．収益分配金 
当作成期中の収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案し、見送りとさせていただきま
した。 
なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づ
き、元本部分と同一の運用を行いました。 
 
◇分配原資の内訳 

(単位：円・％、１万口当たり、税引前) 

項目 
第44期 第45期 第46期 第47期 第48期 

自 2021年３月26日 
至 2021年４月26日 

自 2021年４月27日 
至 2021年５月25日 

自 2021年５月26日 
至 2021年６月25日 

自 2021年６月26日 
至 2021年７月26日 

自 2021年７月27日 
至 2021年８月25日 

当期分配金 － － － － － 
(対基準価額比率) － － － － － 
 当期の収益 － － － － － 
 当期の収益以外 － － － － － 
翌期繰越分配対象額 197 198 200 204 204 
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、当ファンドの収益率とは異なります。 
（注２） ｢当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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■設定以来の運用状況（2017年７月24日から2021年９月27日まで） 
 
１．基準価額等の推移 
設定以来の基準価額は、0.04％の下落となりました。 
 

 
 
◇主な変動要因 
下落 ・実質的に組入れている債券の価格が下落したこと 
下落 ・為替ヘッジコスト 
上昇 ・実質的に組入れている債券からの利金収入 
 
２．投資環境 
第１作成期（2017年７月24日から2017年９月25日まで） 
世界の債券市場は、米欧とも８月に公表されたインフレ率指標が各中央銀行の目標に比べ低い水準
にとどまったことから、政策金利については低位安定が継続するとの見方が強まったことや、地政学
リスクの高まり等から米欧とも国債利回りが低下（価格は上昇）しました。その後は、９月の米連邦
公開市場委員会（FOMC）において10月からの段階的資産の縮小が決定し、年内の追加利上げ観測
が高まったことに加えて、欧州中央銀行（ECB）のドラギ総裁が年内にも金融政策の調整に着手する
可能性に言及したことなどから利回りは上昇（価格は低下）しました。 
 
第２作成期（2017年９月26日から2018年３月26日まで） 
世界の債券市場は、当作成期前半、米連邦政府の債務上限に関する法案が合意されたことや、英国
におけるインフレ率が予想以上に加速したことに加えて、原油価格など商品市場が堅調に推移したこ
となどから下落（利回りは上昇）しました。当作成期後半においても、ユーロ圏経済指標が好調となっ
たことやECBの金融政策理事会の声明文からデフレ懸念の文言が削除されるなど金融緩和姿勢に変化
が見られたことに加えて、米国の税制改革法案が成立したことによる米国債の換金売り懸念などを背
景に下落（利回りは上昇）しました。 
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第３作成期（2018年３月27日から2018年９月25日まで） 
世界の債券市場は、４月から６月にかけてイタリアをはじめとした欧州政局不安が台頭し、欧州周
辺国の信用力が悪化したことや、米国が通商政策として貿易相手国に追加関税を課す意向を表明した
ことなどを背景に、リスク回避の動きが強まりユーロ建て、米ドル建て共に国債と社債の利回り格差
（スプレッド）は拡大したことが、債券価格の下落要因となりました。また、７月以降米国が中国へ
の追加関税の税率を引き上げたことなどから貿易戦争への懸念が強まったことに加えて、トルコやア
ルゼンチンなど新興国通貨への不安を背景にリスク回避姿勢が強まり、ユーロ建て、米ドル建て共に
国債と社債の利回り格差（スプレッド）が拡大したことなどを背景に下落し、期を通じても下落とな
りました。 
 
第４作成期（2018年９月26日から2019年３月25日まで） 
世界の債券市場は、９月から11月において、ECBのドラギ総裁が欧州議会でインフレ基調が底堅い
と証言したことや米連邦準備制度理事会（FRB）のパウエル議長が米国の利上げ継続に自信を示した
ことなどを背景に下落（利回りは上昇）しました。しかし、12月から2019年３月においては、英国
の欧州連合（EU）離脱プロセスに対する不透明感が強まったことや米政府機関の閉鎖懸念などで投
資家のリスク回避姿勢が強まったことに加えて、米国の2018年12月小売売上高が急減するなど軟調
な経済指標を受けてパウエルFRB議長が議会証言で政策金利を当面据え置く姿勢を示したことなどを
背景に上昇（利回りは低下）し、作成期を通じても上昇となりました。 
 
第５作成期（2019年３月26日から2019年９月25日まで） 
世界の債券市場は、当作成期は上昇（利回りは低下）しました。作成期初から８月にかけては、米
中の貿易摩擦や世界的な景気減速への懸念、英国による合意なきEU離脱への警戒感などを背景に投
資家のリスク回避姿勢が強まったことで先進主要国の国債などを中心に上昇（利回りは低下）しまし
た。９月中旬には、ECB内部の見解の相違から金融緩和への期待が低下したことや、貿易協議再開を
控える米国と中国において緊張緩和に前向きな姿勢が見られて投資家のリスク回避姿勢が後退したこ
となどを背景に下落（利回りは上昇）しました。 
 
第６作成期（2019年９月26日から2020年３月25日まで） 
先進国国債市場は、期を通じて堅調な展開となりました。前作成期末から12月は、FRBが追加金融
緩和に対する慎重な姿勢を示したことや、米中貿易交渉の進展期待が高まり投資家のリスク回避姿勢
が後退したことなどを背景に、下落（利回りは上昇）しました。2020月１月から当作成期末にかけ
ては、新型コロナウイルスの感染拡大による実体経済への悪影響が懸念されたことなどを受けて当該
市場は大幅に上昇（利回りは低下）しました。世界の社債市場は、期を通じて軟調な展開となりまし
た。前作成期末から2019年12月にかけては、米中貿易交渉の進展期待などを背景に、先進主要国の
国債利回りが上昇した一方、社債のスプレッド（利回り格差）が縮小したため、同市場は概ね横ばい
で推移しました。その後は、当作成期末にかけて、原油価格が大幅に下落したことや新型コロナウイ
ルスの感染拡大に伴う世界景気の悪化懸念が急速に広がったことなどを背景に、社債のスプレッドが
急拡大したことから軟調な展開となりました。 
 
第７作成期（2020年３月26日から2020年９月25日まで） 
先進国国債市場は、前作成期末から５月にかけては、FRBやECBが、緊急措置として国債購入をは
じめとした流動性供給に踏み切ったことなどから上昇（利回りは低下）しました。６月から７月にか
けては、欧米の一部の経済指標が予想を上回ったことなどから一時下落（利回りは上昇）する局面も
ありましたが、FOMCで長期的な金融緩和姿勢が示されたことや、新型コロナウイルスの感染が米国
の一部の州で再拡大したことなどから再び上昇（利回りは低下）となりました。その後作成期末まで
は、新型コロナウイルスの感染再拡大懸念などを背景とした逃避需要が下支えとなったものの、欧米
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の経済指標がしっかりだったことに加え、ジャクソンホール会議でのFRBパウエル議長発言で長期金
利の上昇圧力が強まったことなどが重しとなり、小幅に下落（利回りは上昇）しました。世界の社債
市場は、前作成期末から５月にかけては、FRBやECBなどによる社債市場安定化に向けた対策が好感
され、社債のスプレッド（利回り格差）が大幅に縮小し、上昇しました。６月から７月にかけても、
経済正常化に向けた動きが継続する中でスプレッドは縮小し、上昇となりました。その後作成期末に
かけては、スプレッドは概ね横ばいだったものの、主要先進国の国債利回りが上昇したことから小幅
に下落しました。 
 
第８作成期（2020年９月26日から2021年３月25日まで） 
先進国国債市場は、前作成期末から12月にかけては、欧米における新型コロナウイルス感染再拡大
が逃避需要を喚起したものの、米大統領選でバイデン氏が勝利したことや新型コロナウイルスのワク
チン実用化への期待が高まったことなどが重しとなり、方向感に欠ける展開となりました。2021年
１月から期末にかけては、FRBが早期に資産購入政策の縮小（テーパリング）に踏み切るとの観測が
高まったことや、バイデン政権による財政政策を背景に景気回復が加速するとの見方が広がったこと
などから下落（利回りは上昇）しました。期を通じてみれば世界の債券市場は下落（利回りは上昇）
しました。先進国社債市場は、欧米における新型コロナウイルス感染再拡大の影響により、スプレッ
ド（利回り格差）が拡大する局面もありましたが、期を通じてみれば、新型コロナウイルスのワクチ
ン接種の進展や米経済対策への期待などを背景にスプレッドは縮小しました。しかし、ベースとなる
先進国国債の利回りがそれを上回って上昇したことから、先進国社債市場も下落（利回りは上昇）と
なりました。 
 
第９作成期（2021年３月26日から2021年９月27日まで） 
先進国国債市場は、５月中旬から８月中旬にかけて、米連邦公開市場委員会（FOMC）で市場の想

定よりも早い利上げの可能性が示唆されたことなどが一時重しとなったものの、パウエル米連邦準備
委員会（FRB）議長がインフレ率の上昇は一過性との見方を示したことや、欧州中央銀行（ECB）が
金融緩和の長期化を示唆したこと、新型コロナウイルスのデルタ株の世界的な感染拡大などを背景に
上昇（利回りは低下）しました。その後t当作成期末にかけては、９月のFOMCにおいてインフレ高
進リスクに対する警戒感が示されたことや、英国においてもインフレ高進を背景に早期の金融引き締
めが懸念されたことなどから、下落（利回りは上昇）に転じました。期を通じてみると、先進国国債
市場は、英国や欧州などを中心に軟調に推移しました。先進国社債市場は、前作成期末から６月にか
けては、新型コロナウイルスワクチン接種が拡大し経済活動の再開期待が高まったことや企業のバラ
ンスシート改善などを背景に社債と国債の利回り格差（社債スプレッド）が縮小したことから上昇
（利回りは低下）しました。７月には、新型コロナウイルスのデルタ変異株の感染拡大などを背景に
社債スプレッドが拡大したものの、パウエルFRB議長が金融緩和の長期化を示唆する発言をしたこと
や中国の規制強化を受けて同国経済の先行きを巡る不透明感が高まったことなどからベースとなる先
進国国債利回りが低下し、上昇（利回りは低下）しました。しかし、その後当作成期末にかけては、
７月の米雇用統計が大幅に改善したこと、原油価格が上昇に転じたこと､９月のFOMCにおいてイン
フレ高進リスクに対する警戒感が示されたことなどからベースとなる先進国国債利回りが上昇し、下
落（利回りは上昇）しました。期を通じてみれば、先進国社債市場は底堅く推移しました。 
 
３．組入状況 
投資信託証券への投資を通じて、主に世界の様々な中短期債券等に分散投資してまいりました。 
なお、償還に向けて投資先ファンドを全て売却し、償還日現在においては有価証券の組入れはあり
ません。 
 
４．収益分配金 
収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案し、見送りとさせていただきました。 
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■１万口（元本10,000円）当たりの費用明細 

項目 
当作成期(第44期～第49期) 
（2021年３月26日～2021年９月27日） 項目の概要 
金額 比率 

平 均 基 準 価 額  10,024円 － 作成期中の平均基準価額（月末値の平均値）です。 
(a)  信 託 報 酬  18円 0.178％ (a) 信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率 
 (投 信 会 社) (6) (0.056) ・ ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社

への指図、各種情報提供等、基準価額の算出
等の対価 

 (販 売 会 社) (11) (0.112) ・ 購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書
類の送付、口座内でのファンドの管理および
事務手続等の対価 

 (受 託 会 社) (1) (0.010) ・ ファンドの財産の保管・管理、投信会社から
の指図の実行等の対価 

(b)  そ の 他 費 用  2 0.024 (b) その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中
の平均受益権口数 

 (監 査 費 用) (2) (0.024) ・ 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの
監査に係る費用 

 (そ の 他) (0) (0.000) ・ その他は、信託事務の処理等に要するその他
の諸費用 

 合計   20 0.202  
（注１） 上記の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、設定・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 
（注２） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、各項目毎

に小数第３位未満は四捨五入しています。 
（注３） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 
（注４） 各金額の円未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 
○総経費率 
当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１口当たり）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0.68％です。 
 
 

 
 

 
総経費率（①＋②＋③） 0.68％ 
①当ファンドの費用の比率 0.40％ 
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.20％ 
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.08％ 

（注１） ①の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注３） 各比率は、年率換算した値です。 
（注４） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券です。 
（注５） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注６） ③その他費用の比率が入手できない投資信託証券の場合、②運用管理費用の比率に総経費率を集計しています。 
（注７） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 

0.40％ 

総経費率 
0.68％ 

運用管理費用 
（受託会社） 
0.02％ 

運用管理費用 
0.20％ 

運用管理費用（投信会社）
0.11％ 

運用管理費用以外 
0.08％ 

運用管理費用（販売会社） 
0.22％ 

その他費用 
0.05％ 

0.28％ 
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■当作成期中の売買および取引の状況（2021年３月26日から2021年９月27日まで） 
投資信託受益証券、投資証券 

（注１） 金額は受渡代金です。 
（注２） 単位未満は切り捨てています。 
 
 
■利害関係人との取引状況等（2021年３月26日から2021年９月27日まで） 
該当事項はありません。 

（注） 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人をいいます。 
 
 
■自社による当ファンドの設定・解約状況（2021年３月26日から2021年９月27日まで） 
該当事項はありません。 
 
 
■特定資産の価格等の調査（2021年３月26日から2021年９月27日まで） 
該当事項はありません。 
 
 
■組入資産の明細（2021年９月27日現在） 
償還日現在、有価証券の組入れはありません。 
 
 
■投資信託財産の構成（2021年９月27日現在） 

項目 
償還時 

評価額 比率 
 千円 ％ 
コール・ローン等、その他 129,734 100.0 
投資信託財産総額 129,734 100.0 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。   

決算期 第44期～第49期 

 
買付 売付 

口数 金額 口数 金額 

外
国 

邦
貨
建 

 口 千円 口 千円 
PGSF－世界分散債券ファンド － － 20,756 205,171 
ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY － － 23 2,380 
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■資産、負債、元本および償還価額の状況 
(2021年４月26日)、 (2021年５月25日)、 (2021年６月25日)、 (2021年７月26日)、 (2021年８月25日)、 (2021年９月27日)現在

項目 第44期末 第45期末 第46期末 第47期末 第48期末 償還時 
(Ａ)資 産  207,779,271円 207,145,787円  203,242,626円 196,317,428円 135,154,153円  129,734,952円 

コール・ローン等 795,010 1,096,286  1,058,616 3,756,350 717,584  129,734,952 
投資信託受益証券(評価額) 204,483,051 202,988,402  200,133,310 186,220,439 133,086,257  － 
投資証券(評価額) 2,381,210 2,051,099  2,050,700 1,960,639 1,350,312  － 
未 収 入 金 120,000 1,010,000  － 4,380,000 －  － 

(Ｂ)負 債  179,312 1,068,286  70,153 7,258,081 46,774  43,579 
未 払 解 約 金  105,378 1,001,600  － 7,189,683 －  － 
未 払 信 託 報 酬 63,892 57,621  60,627 59,100 40,030  43,222 
未 払 利 息 2 3  2 10 1  355 
そ の他未払費用 10,040 9,062  9,524 9,288 6,743  2 

(Ｃ)純 資 産 総 額 (Ａ－Ｂ) 207,599,959 206,077,501  203,172,473 189,059,347 135,107,379  129,691,373 
元 本 206,969,237 205,578,789  202,569,588 188,149,537 135,037,853  129,748,645 
次 期繰越損益金 630,722 498,712  602,885 909,810 69,526  － 
償 還 差 損 金 － －  － － － △ 57,272 

(Ｄ)受 益 権 総 口 数  206,969,237口 205,578,789口  202,569,588口 188,149,537口 135,037,853口  129,748,645口 
１万口当たり基準価額 (Ｃ／Ｄ) 10,030円 10,024円  10,030円 10,048円 10,005円  － 
１万口当たり償還価額 (Ｃ／Ｄ) － －  － － －  9,995円59銭 

＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 
（貸借対照表関係） 
（注１） 当ファンドの第44期首元本額は208,073,359円、第44～49期中追加設定元本額は109,153円、第44～49期中一部解約元本額は

78,433,867円です。 
（注２） １口当たり純資産額は、第44期末1.0030円、第45期末1.0024円、第46期末1.0030円、第47期末1.0048円、第48期末1.0005円、

第49期末0.999559円です。 
（注３） 元本の欠損 

償還時において貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回っており、その差額は57,272円です。 
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■損益の状況 

 
第44期(自2021年３月26日 至2021年４月26日) 
第45期(自2021年４月27日 至2021年５月25日) 
第46期(自2021年５月26日 至2021年６月25日) 

第47期(自2021年６月26日 至2021年７月26日)
第48期(自2021年７月27日 至2021年８月25日)
第49期(自2021年８月26日 至2021年９月27日)

項目 第44期 第45期 第46期 第47期 第48期 第49期 
(Ａ)配 当 等 収 益   82,807円 82,298円 80,963円 77,814円 54,237円  48,766円 

受 取 配 当 金 82,862 82,347 81,048 77,974 54,467  52,732 
支 払 利 息 △ 55 △ 49 △ 85 △ 160 △ 230 △ 3,966 

(Ｂ)有価証券売買損益  288,572 △ 143,360 100,662 340,414 △ 590,930 △ 129,617 
売 買 益 290,662 1,402 104,900 356,857 27,089  4,774 
売 買 損 △ 2,090 △ 144,762 △ 4,238 △ 16,443 △ 618,019 △ 134,391 

(Ｃ)信 託 報 酬 等  △ 73,932 △ 66,683 △ 70,151 △ 68,388 △ 46,773 △ 43,224 
(Ｄ)当期損益金 (Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 297,447 △ 127,745 111,474 349,840 △ 583,466 △ 124,075 
(Ｅ)前 期 繰 越 損 益 金  535,258 826,674 688,699 743,213 784,509  193,170 
(Ｆ)追加信託差損益金  △ 201,983 △ 200,217 △ 197,288 △ 183,243 △ 131,517 △ 126,367 

(配 当 等 相当 額 ) ( 319,804) ( 319,631) ( 314,951) ( 292,531) ( 209,957) (  201,733) 
(売買損益相当額 ) (△ 521,787) (△ 519,848) (△ 512,239) (△ 475,774) (△ 341,474) (△ 328,100) 

(Ｇ) 計 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 630,722 498,712 602,885 909,810 69,526  － 
(Ｈ)収 益 分 配 金  0 0 0 0 0  － 

次期繰越損益金 (Ｇ＋Ｈ) 630,722 498,712 602,885 909,810 69,526  － 
償還差損金 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｈ) － － － － － △ 57,272 
追加信託差損益金 △ 201,983 △ 200,217 △ 197,288 △ 183,243 △ 131,517  － 
(配 当 等 相当 額 ) ( 319,804) ( 319,631) ( 314,951) ( 292,531) ( 209,957) (  －) 
(売買損益相当額 ) (△ 521,787) (△ 519,848) (△ 512,239) (△ 475,774) (△ 341,474) (  －) 
分配準備積立金 3,770,763 3,759,070 3,753,736 3,551,612 2,556,543  － 
繰 越 損 益 金 △ 2,938,058 △ 3,060,141 △ 2,953,563 △ 2,458,559 △ 2,355,500  － 

（注１） 損益の状況の中で(Ｂ)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注２） 損益の状況の中で(Ｃ)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注３）損益の状況の中で(Ｆ)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
（注４）第44期計算期間末における費用控除後の配当等収益（66,320円）、費用控除後の有価証券等損益額（０円）、信託約款に規定する収益

調整金（319,804円）および分配準備積立金（3,704,443円）より分配対象収益は4,090,567円（10,000口当たり197円）ですが、当
計算期間に分配した金額はありません。 

（注５）第45期計算期間末における費用控除後の配当等収益（15,615円）、費用控除後の有価証券等損益額（０円）、信託約款に規定する収益
調整金（319,631円）および分配準備積立金（3,743,455円）より分配対象収益は4,078,701円（10,000口当たり198円）ですが、当
計算期間に分配した金額はありません。 

（注６） 第46期計算期間末における費用控除後の配当等収益（49,690円）、費用控除後の有価証券等損益額（０円）、信託約款に規定する収益
調整金（314,951円）および分配準備積立金（3,704,046円）より分配対象収益は4,068,687円（10,000口当たり200円）ですが、当
計算期間に分配した金額はありません。 

（注７） 第47期計算期間末における費用控除後の配当等収益（65,087円）、費用控除後の有価証券等損益額（０円）、信託約款に規定する収益
調整金（292,531円）および分配準備積立金（3,486,525円）より分配対象収益は3,844,143円（10,000口当たり204円）ですが、当
計算期間に分配した金額はありません。 

（注８）第48期計算期間末における費用控除後の配当等収益（7,464円）、費用控除後の有価証券等損益額（０円）、信託約款に規定する収益調
整金（209,957円）および分配準備積立金（2,549,079円）より分配対象収益は2,766,500円（10,000口当たり204円）ですが、当計
算期間に分配した金額はありません。 
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■投資信託財産運用総括表 
信 託 期 間 投資信託契約締結日 2017年７月24日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2021年９月27日 資 産 総 額 129,734,952円 
区 分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減又は追加信託 負 債 総 額 43,579円 

受益権口数 104,683,000口 129,748,645口 25,065,645口 純 資 産 総 額 129,691,373円 
受 益 権 口 数 129,748,645口 

元 本 額 104,683,000円 129,748,645円 25,065,645円 1万口当たり償還金 9,995.59円 
  毎計算期末の状況 

計 算 期 元  本  額 純 資 産 総 額 基 準 価 額 １ 万 口 当 た り 分 配 金 
金  額 分 配 率 

第 １ 期 765,315,569円 765,245,071円 9,999円 0円 0.0000% 
第 ２ 期 760,923,937 761,418,588 10,007 0 0.0000 
第 ３ 期 710,467,415 710,430,738 9,999 0 0.0000 
第 ４ 期 707,721,769 706,773,460 9,987 0 0.0000 
第 ５ 期 723,501,861 721,541,927 9,973 0 0.0000 
第 ６ 期 990,127,110 982,476,446 9,923 0 0.0000 
第 ７ 期 948,378,753 938,419,625 9,895 0 0.0000 
第 ８ 期 918,170,584 908,228,152 9,892 0 0.0000 
第 ９ 期 904,588,635 891,101,541 9,851 0 0.0000 
第  1 0  期 868,956,904 852,600,387 9,812 0 0.0000 
第  1 1  期 852,929,572 835,845,737 9,800 0 0.0000 
第  1 2  期 511,894,287 502,928,206 9,825 0 0.0000 
第  1 3  期 487,670,169 478,012,198 9,802 0 0.0000 
第  1 4  期 484,042,759 473,151,021 9,775 0 0.0000 
第  1 5  期 462,094,647 449,197,822 9,721 0 0.0000 
第  1 6  期 455,371,389 442,264,537 9,712 0 0.0000 
第  1 7  期 452,373,487 441,808,501 9,766 0 0.0000 
第  1 8  期 445,799,972 437,539,780 9,815 0 0.0000 
第  1 9  期 440,480,008 435,163,390 9,879 0 0.0000 
第  2 0  期 436,432,541 432,929,267 9,920 0 0.0000 
第  2 1  期 427,561,309 423,551,510 9,906 0 0.0000 
第  2 2  期 425,939,263 426,177,183 10,006 0 0.0000 
第  2 3  期 306,668,107 307,802,267 10,037 0 0.0000 
第  2 4  期 288,180,091 290,242,202 10,072 0 0.0000 
第  2 5  期 273,062,253 274,082,963 10,037 0 0.0000 
第  2 6  期 266,263,590 267,358,271 10,041 0 0.0000 
第  2 7  期 265,066,407 265,640,607 10,022 0 0.0000 
第  2 8  期 261,727,014 262,572,324 10,032 0 0.0000 
第  2 9  期 260,927,249 262,663,361 10,067 0 0.0000 
第  3 0  期 254,822,773 257,325,178 10,098 0 0.0000 
第  3 1  期 250,959,958 235,842,564 9,398 0 0.0000 
第  3 2  期 248,062,448 240,792,774 9,707 0 0.0000 
第  3 3  期 248,164,886 242,401,133 9,768 0 0.0000 
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計 算 期 元  本  額 純 資 産 総 額 基 準 価 額 １ 万 口 当 た り 分 配 金 
金  額 分 配 率 

第  3 4  期 250,586,589 247,482,399 9,876 0 0.0000 
第  3 5  期 249,492,402 248,080,076 9,943 0 0.0000 
第  3 6  期 247,898,154 247,107,431 9,968 0 0.0000 
第  3 7  期 241,404,736 240,310,960 9,955 0 0.0000 
第  3 8  期 238,902,984 238,501,450 9,983 0 0.0000 
第  3 9  期 231,870,299 232,305,758 10,019 0 0.0000 
第  4 0  期 230,470,338 231,239,491 10,033 0 0.0000 
第  4 1  期 226,743,599 227,716,603 10,043 0 0.0000 
第  4 2  期 211,581,533 212,414,018 10,039 0 0.0000 
第  4 3  期 208,073,359 208,408,412 10,016 0 0.0000 
第  4 4  期 206,969,237 207,599,959 10,030 0 0.0000 
第  4 5  期 205,578,789 206,077,501 10,024 0 0.0000 
第  4 6  期 202,569,588 203,172,473 10,030 0 0.0000 
第  4 7  期 188,149,537 189,059,347 10,048 0 0.0000 
第  4 8  期 135,037,853 135,107,379 10,005 0 0.0000 
 
 

<償還金のお知らせ> 
 

１万口当たり償還金（税込み） 9,995円59銭 
 
 

＜お知らせ＞ 
該当事項はありません。 
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